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1.は じ め に

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ンタ ー で は,ス ー パ ー ミニ コ ン と ワー ク ス テ ー シ ョ ンを メ イ ン

フ レ0ム と した 統 合 情 報 処 理 シ ス テ ム(NUICE)が 構 築 さ れ,今 年 度 よ り教 職 員 ・大

学 院 生 な らび に授 業 を 通 じて 学 生 に対 して サ0ビ スが 開 始 さ れ た 。 シス テ ム全 体 の概

要 等 は別 の解 説[1]に 譲 る と して,本 稿 で は,ワ ー一ク ス テ ー シ ョ ンSunSPARCstation

series(station2:1台,IPX:2台,IPC:35台 計38台)に つ い て の 基 本 的 な シ ス テ

ム の設 計 思 想 と利 用 環 境 に つ い て 解 説 す る。

従 っ て,必 ず し も0般 の 利 用 者 に と っ て 必 要 の な い 内 容 に つ い て も記 して あ り ま

す 。 ま た,一 般 の利 用 者 が シ ス テ ム を使 う方 法 等 につ い て は,近 い うち に発 行 され る予

定 のcc奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 利 用 の手 引 き(第 二 版)[2]"お よ び市 販 の解 説 書[3,4]

な どを 参 照 して 下 さ い 。 な お,用 語 等 に つ い て も,上 記 文 献 等 を 参 照 して 下 さ い 。

2.ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の基 本 設 計

本 シ ス テ ム の設 計 に お い て 念 頭 に 置 い た こ と は 、 以 下 の通 りで あ る。

● 管 理 運 営 に あ た る 教 職 員 が少 人 数 で あ る。

● 一 部 の サ ー バ へ の 負 荷 の 集 中 を避 け る。

● 限 られ た 資 源 を 有 効 に使 用 で き る よ うに す る 。

● 授 業 で の 利 用 につ い て は 、 今 ま で の 汎 用 機 ・パ ソ コ ンで の方 法 を 踏 襲 す る。

● 教 職 員 ・大 学 院 生 の 利 用 者 に対 して は、 ど の ワ ー ク ス テ0シ ョ ンか ら も、 意 識

せ ず に使 用 で き る よ う にす る。

こ の た め に,ワ ー ク ス テ0シ ョ ンの ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム は,NISとNFSを 利 用

す る[4]。 そ の際 の基 本 的 な 方 針 は,以 下 の通 りで あ る・

●SPARCstation2を マ ス タ サ ー バ,SPARCstatlonIPX2台 を ス レ ブ サ ー バ と

す るNISを 構 築 す る。

● ホ ー ム デ ィ レ ク ト リや 各 種 ア プ リケ0シ ョ ンは3台 の サ ー バ 機 の下 に お き,他

のWSはNFSを 利 用 して 使 用 す る。 そ の た め,SPARCstationIPG3.5台 は 最

小 限 の構 成 とす る。

● 教 職 員 ・大 学 院 生 用,講 習 会 用,セ ンタ ー 教 職 員 用(管 理 用)に つ い て は,す べ て

の ワ ー ク ス テ0シ ョ ンか ら同 じ環 境 で 使 用 で き る よ う に情 報 はNISで 管 理 し,

ホ0ム デ ィ レ ク ト リはNFSを 利 用 す る 。

● 授 業 用 は,NISの 下 に は 置 か ず,IPCか らは1っ の ユ ー ザ の み が ロ グ イ ンで き

る よ う にす る。 ま た,ホ ー ム デ ィ レ ク ト リはNFSを 利 用 し,3台 の サ ー バ 機iに

分 散 させ て,サ ー バ 機 へ の負 担 を 軽 減 す る。
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3.ネ ッ ト ワ ー ク 構 成

こ こで 、 ネ ッ トワー ク構 成 図 を与 え る(図1,2)。SunSPARCstationseries38台

はstation2を マ ス タ ー サ ー バ(兼 ル ー タ),2台 のIPXを ス レ ブ サ ー バ 兼 ル ー タ とす

る3本 の イ ー サ ネ ッ トで ネ ッ トワー ク を構 築 して い る。center(sparc2)の み 第2ジ ス

テ ム 室 に あ り,そ の他 のWSは 第3電 算 実 習 室 に あ る。 各 ワ0ク ス テ ー シ ョ ン(WS)

の ハ ー ドウ ェ ア構 成 等 の詳 細 につ い て は,文 献[1]を 参 照 して 下 さい 。

NISの ドメ イ ン名 は"nara-univ"で あ る 。 な お,構 成 図 に は 示 して は い な い が,

現 在 登 録 のIPア ドレ ス は便 宜 上 の も の で あ り,正 規 の ア ドレ ス は 申請 を(大 学 が)検

討 中 で あ る。
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4.ユ ー ザ管 理

こ の章 で は,ユ ー ザ 管 理 の 考 え 方 と現 状 に つ い て 概 説 す る。 ユ ー ザ の グ ル ー プ は,

そ の利 用 形 態 に よ っ て

● 器 授 業

●nara教 職 員 ・大 学 院 生 の 研 究 お よ び授 業 準 備

●guest講 習 会

●arc-Arc/Infoユ ー ザ

●staff管 理(セ ンタ ー教 職 員)

に分 け る ・ これ ら の うち,staft'以 外 に つ い て 簡 単 に解 説 す る。(授 業 用 に つ い て は 少

し詳 し く述 べ る。)

4.1,43グ ル ー プ

授 業 用 の 管 理 法 は,今 ま で の 汎 用 機(NECACOS-430/70)・ パ ソ コ ン端 末(NEC

PC-9801VM)で の 方 法 を原 則 と して 踏 襲 す る。 そ こ で,そ の方 法 に つ い て ま とめ る と

● 学 生 個 入 に対 して ユ ー ザ 登 録 は行 な わ な い 。 教 室 を グ ル ー プ と し,利 用 者 で は

な く,利 用 パ ソ コ ン(端 末)に 対 して ユ ー ザ 名 を 与 え る。 す な わ ち,第1電 算 実

習 室 をL1グ ル ー プ,第2電 算 実 習 室 をL2グ ル ー プ とす る。 ユ ー ザ 名 はL+(机

の 番 号 の 下3桁)と す る。 ゆ え に,毎 年 の 数 百 入 以 上 に の ぼ る受 講 生 の 登 録 は必

要 な い 。

● 各 ユ ー ザ の汎 用 機 上 で の メモ リは0.5MBと 最 小 限 とす る。学 生 個 人 の プ ロ グ ラ

ムや デ ー タ は,学 生 個 人 の フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク に保 存 し,汎 用 機 側 に は い っ さ

い 残 さ な い 。

● こ れ に よ っ て,学 生 は ユ ー ザ 名(席 ・机)を 気 に す る こ とな く
,ど の 場 所 か ら も,

全 く同 じ環 境 で 使 用 す る こ とが で き る。 す な わ ち,実 質 的 に 学 生 全 員 の ユ ー ザ

登 録 を 行 な っ た の と同 じ効 果 が得 られ る 。

● 上 記 を 実 現 す るた め に分 散 処 理 エ デ ィ タDSE-98を 利 用 す る。

ワー ク ス テ ー シ ョ ン の 導 入 に あ た って も,こ の 原 則 を 受 け 継 い だ 。 す な わ ち,グ

ル ー プ 名 は43と し,ユ ー ザ 名 は机 の番 号 で あ るX301～X335と す る(図2)。

ユ0ザ 名 を 机 の 番 号 とす る た め ,NISの 管 理 下 に は 置 か ず,各IPC毎 に登 録 を行

な う・ そ して,ホ ー ム デ ィ レク ト リは サ ー バ 機 へ の 負 荷 を 分 散 さ せ る た め,以 下 の よ

う にNFSを 利 用 す る。

一X301～X312の ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ はserver1(ipx1)の/homeの 下 に 置 き
,server1

に も 登 録 す る 。

-X313～X323の ホ0ム デ ィ レ ク ト リ はcenter(sparc2)の/homeの 下 に 置 く
。 サ ー一

バ(center)で の ユ ー ザ 登 録 は 行 な わ な い
。

-X324～ .335の ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ はserver2(ipx2)の/homeの 下 に 置 き
,server2

に も 登 録 す る 。
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ま た,DSE-98に 相 当 す るの が 日本 語OpenWindowsで あ る た め,フ ロ ッ ピィ ・デ ィ

ス クを 通 常 の フ ァ イ ル と同 じよ う に 自 由 に ア ク セ スで き るた め の処 方 を 導 入 した 。 こ

れ に つ い て は,章 を 改 め て 紹 介 す る こ と に す る(6章)。

参 考 ま で に,X301～X335の 環 境 設 定 を 図3～5に 与 え る。

43グ ル ー一プ に関 して,い くつ か コ メ ン トす る。

一 ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ は そ の ユ ー ザ に 対 し て の みRead
,Write,eXecuteの 権 利 を

与 え る 。 っ ま り,パ ー ミ ッ シ ョ ン がdrWx-一 一一一一 で あ る 。

一 環 境 設 定 フ ァ イ ル(
・cshrc,.10gin,.logout)は 学 生 が 変 更 で き な い よ う に,所

有 権 を 各 ユ ー ザ か ら 変 更 し て い る 。 た だ し,見 る こ と は 可 能 。

授 業 用 で あ る43グ ル ー プ の環 境 設 定 は,運 用 開 始 前(本 年3月)に 作 成 した も の

[5]と は か な り異 な って い る。 こ れ は,実 際 に 運 用 を始 め て み る と,学 生 の操 作 等 が こ

ち らが 考 え て い た も の と は異 な る こ とが 多 く,そ れ に合 わ せ て 少 しず っ 変 更 した た め

で あ る。

な お,器 グ ル ー プ に は,授 業 時 にconvexを 使 用 す るた め の ユ ー ザ と して,器01c～

器35cも 登 録 して あ る。 環 境 設 定 以 外 はX301～X335と 同 じで あ る。

setpath=(/usr/openwin/bin/usr/local/bin/usr/lib/sas$path)

umaskOO2

aliascd

aliascopy

aliasmove

aliasremove

aliaspwd

aliaslprl

aliaslpr2

1imitcore

sttyerase

sttykill

,cd＼!*;echo$cwd,

,cp-i,

'mom-i'

'rm-i'

'echo$cwd'

'lpr-Pipxl-p-i10-w72'

'lpr-Pipx2-p-i10-W72'

,^h,

,^u,

図3 X301～X335ユ ー ザ の.cshrcフ ァ イ ル

setenvLANGjapanese

setprompt="`hostname`'/."

sethistory=20

setignoreeof
if(`tty`1_"/dev/console")then

setenvXAPPLRESDIR/usr/openWin/lib/X11/app-defaults

else

aliasmfd'Mount/uflop;cd/uflop'

aliasumfd'cd;Umount/uflop;eject'
endif

図4 x'301～X335ユ0ザ の ・10ginフ ァ イ ル
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rm/tmp/.pt.err

if(`tty`!_"/deer/console")then

exit

endif

cd

Umount/uflop

eject

rm.openwin-init

rm.filemgrrc

.wastebasket

rm-r/uflop/*

rm/uflop/*

clear

図5 X301～X335ユ ー ザ の.logoutフ ァ イ ル

4.2.naraグ ル ー プ

こ の グ ル ー プ に つ い て は,各 個 人 毎 に ユ ー ザ 名 を 与 え る 。

一 ユ ー ザ 名 は"姓+名 の イ ニ シ ャ ル"を 原 則 とす る。
-NISの 管 理 下 に 置 き

,ホ ー ム デ ィ レ ク トリ もipx2(server2)の/mntの 下 に ユ ー

ザ 名 と同 じ デ ィ レ ク ト リを 作 成 し,NFSを 利 用 す る こ と に よ っ て,ど のWSか

ら も全 く同 じ環 境 で 使 用 で き る よ うに な って い る 。
一 ホ ー ム デ ィ レク ト リの メ モ リの 制 限 は50MBと す る

。
一 使 用 環 境 は ユ ー ザ に よ って 異 な る と考 え られ る の で

,環 境 設 定 は行 な わ な い 。

た だ,ipx2が シス テ ム ダ ウ ンす る と使 用 不 可 能 に な っ て しま う の が 欠 点 で は あ る。

4.3.guestグ ル ー プ

学 内 の 講 習 会 な ら び に 学 外 へ の 公 開 講 座 を行 な うた め に 使 用 す る こ と を 目 的 とす

る。 従 っ て,環 境 設 定 等 は使 用 す る ソ フ トウ ェ ア な ど を 使 用 で き る よ う に設 定 す る以

外 は最 小 限 に と どめ る。

ユ ー ザ 名 はguestOl～guest35と し,ホ ー ム デ ィ レ ク ト リはipx1の/guestの 下

に作 成 す る。NISの 管 理 下 に 置 き,ど のWSか ら も使 用 で き る よ う に す る 。 メ モ リ制

限 は0.5MBで あ る。

I!.arcグ ル ー プ

地 理 情 報 シ ス テ ムで あ るArc/Infoの 使 用 の み を 行 な う た め の グ ル ー一プ で あ り,基

本 的 に は地 理 学 科(の 碓 井 助 教 授)の 管 理 下 に あ る[6]。
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Arc/Infoはserver2(ipx2)の/arcinfoの 下 に イ ン ス トー ル され て い る。 各 ユ ー

ザ の ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ も この 下 に 作 成 さ れ て い て,原 則 的 に この デ ィ レ ク トリ内 で

ク ロ0ズ す る よ う に して い る。

ユ ー ザ 名 はarcusr1～arcusr6で あ り,server2(ipx2)とipc24～35か らの み使 用

可 能 で あ る。 た だ し,ラ イ セ ン ス の関 係 で 同 時 に は4ユ ー ザ しか 使 用 で きな い 。(IPC

か ら はrloginコ マ ン ドで利 用 す る。)

5.NFSに よ る フ ァ イ ル 管 理

こ の章 で は,主 と してNFSを 利 用 して どの よ う に フ ァ イ ル(デ ィ レ ク ト リ)を 管 理

して い るか に つ い て ま と め る。

● ホ ー ム デ ィ レク トリに つ い て は 前 章 を 参 照 の こ と。

● 電 子 メ0ル の た め の デ ィ レ ク ト リ(メ0ル を一 時 的 に記 憶 して 置 く と ころ)に つ

い て は,そ の 性 格 上center(sprac2)の/var/spool/mailと し,全WSは こ こ

にNFSマ ゥ ン トを して 使 用 す る。

●(ア プ リケ ー シ ョ ン)ソ フ トウ ェ ア に つ い て は,そ れ の使 用 形 態 に 合 わ せ て ケ0

ス バ イ ケ0ス で 考 え る。

ア プ リケ0シ ョ ン等 の ソ フ トウ ェ ア に つ い て少 しま と め る。(こ こに あ げ た ソ フ ト

ウ ェ ア名 は 代 表 的 な もの で す の で,イ ン ス ト・一ル さ れ て い るす べ て の ソ フ トウ ェ ア に

っ い て は 文 献[2]を 参 照 して 下 さい 。)

●1っ の サ ー バ 機 上 に イ ン ス ト0ル し,他 へNFSで 提 供 を して い る も の。

全 て のWSに 提 供 して い る もの は 現 在 無 い。(ホ0ム デ ィ レ ク ト リ と メ ー ル の

み)

●3っ の サ ー バ機 上 に イ ン ス ト0ル し,そ れ ぞ れ の 下 に あ るIPCに 対 してNFSで

提 供 を して い る も の。

日本 語OpenWindows2.0.1の マ ニ,ー ア ル と デ モ プ ロ グ ラ ム

フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス クを マ ウ ン ト ・ア ンマ ウ ン トす るMount,Umountコ マ ン ド

日本 語 ・欧 文 用LATEX,Tビx(現 在,イ ンス ト0ル 中)

な ど

● サ0バ 機 上 に イ ン ス トー ル され て い る が,ラ イ セ ン ス等 の 関 係 でNFSと して 提

供 で きな い も の 。 他 のWSか ら使 用 す る と き はrloginま た はtelnetで 利 用

す る。

Mathematica2.2(centerの み)

Lotus1-2-3(centerの み)

SAS(center,server1,server2す べ て)

Arc/Info(server2の み)

な ど

●IPCも 含 め全 て のWSに イ ン ス ト0ル され て い る も の。

日本 語OpenWindows2.0.1(マ ニ ュ ア ル と デ モ を 除 く)

以 上,そ の ソ フ トウ ェ ア の 利 用 頻 度 ・容 量 ・利 用 形 態 ・ライ セ ン ス等 に よ って そ の

管 理 形 態 は大 き く異 な る。

7
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6.フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク の 活 用 法

WSの ホ0ム デ ィ レ ク ト リに で き る だ け授 業 時 の フ ァ イ ル や デ ィ レ ク ト リを残 さ

な い た め に は,そ の 内容 を フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク等 に 保 存 す る必 要 が あ る。 しか しな

が ら,通 常 のtarやbarコ マ ン ドは初 心 者 で あ る学 生 に は扱 い に くい し,教 育 も しに

くい 。

そ こ で,フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を あ た か も普 通 の デ ィ レ ク ト リ と 同 じ よ う に利 用

す る方 法 を 導 入 した 。 す な わ ち,cp,rm,mv,mkdir,lpr等 の コ マ ン ドは も ち ろ ん,

OpenWindowsの フ ァ イ ル マ ネ ー ジ ャを 用 い て デ ィ ス ク の 中 身 を 表 示 す る こ と もで き

る(磁 気 デ ィ ス ク と全 く同 じよ う に使 用 で き る)よ う に した ・ この 章 で は,そ の 方 法 を

紹 介 す る 。 ま た,こ れ に よ って,学 生 は使 用 す るWS(席,机)を 意 識 す る こ と な く授

業 を受 け た り,自 習 を 行 な う こ とが で き る。

こ こで は,実 例 に そ って,フ ロ ッ ピィ・デ ィス クの マ ウ ン トポ イ ン トと して/uflopを

と り,デ ィス ク ダ ンプ先 を/home/fffと し,Mount,Umountコ マ ン ドを/usr/local/bin

に イ ン ス トー ル す る もの と して紹 介 す る 。

61.一 般 ユ ー ザ の 利 用 法

● 準備(最 初 に一度 だ け行 な う)

初期 化 とフ ァイル システ ムの作成

フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク を 入 れ る

%fdformat〔 コ

%dd]if=/home/fffロof=/dev/rfdOq」bsニ9k〔 コ
'/
.ejectO

フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク を 取 り 出 す

ま た,/usr/local/binに パ ス を 通 す(器 グ ル ー プ は 済 み)

● 使 用 時

フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク を 入 れ る

y.Mounter/uflopQ

%cdl」/uflop〔 ⊇〕

作 業 を 行 な う(カ レ ン ト デ ィ レ ク ト リ は/uflOP)

'/cd∈ 〕

%Umountロ/ufloP〔 ⊇〕
'/
.ejectQ

フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク を 取 り 出 す

授 業 用 に は,環 境 設 定(図3の.loginフ ァ イ ル)でmfd(MountFloppyDisk)コ

マ ン ドとumfd(UMountFloPPyDisk)コ マ ン ドを定 義 して,使 用 時 に はmfdま た は

umfdだ け で 済 む よ う に して い る。

・
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こ こ で,3っ ほ ど コ メ ン ト す る 。

●OpenWindowsの 起 動 中 に マ ウ ン ト ・ア ンマ ウ ン トす る こ と は で き な い 。(マ ウ

ン トして か らOpenWindowsを 起 動 し,終 了 して か ら ア ン マ ウ ン トす る こ と。)

別 の 言 い 方 を す る と マ ウ ン ト ・ア ン マ ウ ン トは ロ グ イ ン シ ェ ル で 行 な う こ と が

必 要 で あ る。

● 通 常 のtarやbarコ マ ン ドと は互 換 性 は な い の で ,他 の 研 究 者 な ど との デ ー タ

交 換 に は 使 用 で き な い 。 そ の場 合,tar,barコ マ ン ドを 用 い て デ ー タ等 を 管 理

して 下 さい 。

● 最 後 に,環 境 設 定(図3)の"umaskOO2"に つ い て コ メ ン トす る 。

通 常,作 成 され る フ ァ イ ル や デ ィ レ ク ト リ は 他 の ユ ー ザ に 対 して は 書 き 込 み

(Write)権 が 与 え ら れ て い な い 。 そ の た め,そ の ま ま だ と,席 を移 動 して 別 の
ユ ー ザ 名 で ロ グ イ ン した と き,フ ロ ッ ピィ ・デ ィ ス クの 中 の 前 に 作 った フ ァイ ル

等 が 自分 の もの で あ る に も関 わ らず 修 正 す る こ とが で き な くな っ て し ま う。 そ

れ で は 困 る の で,同 じ グ ル ー プ 内 の ユ ー ザ に対 して は す べ て の 権 利 を 与 え る よ

うに す るた め の設 定 で あ る。

62.管 理 者 側 で行 な う こ と

特 に,個 々 の 内 容 に つ い て は 解 説 しな い が,す べ き作 業 は以 下 の通 りで あ る。

一 フ ァ イ ル シ ス テ ム の マ ウ ン ト先 の デ ィ レ ク ト リ の 作 成

#cd。/〔 コ

#mkdirロ/uflopO

#chmod]7771」/uflop〔 コ

ー フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク を/uf10Pに マ ウ ン ト ・ ア ン マ ウ ン ト す る た め の コ マ ン

ドMount,Umountを/usr/local/binに イ ン ス トー ル す る

一 デ ィ ス ク を マ ウ ン トす る 準 備

/etc/fstabに

/dev/fdO/uflop4.2rw,noautoOO

を 追 加 し,リ ブ0ト を か け る 。

-newfsに よ る フ ァ イ ル シ ス テ ム の 作 成

#fdformat

#newfsロ/dev/rfdOc〔 ⊇〕

#Mounter/uflopQ

#chmodl」777]/uflop⊂ ⊇〕

#Umount]/uflOP〔 ⊇}

こ こ は,フ ロ ッ ピ ィ・デ ィ ス ク側 の 作 業 な の で 一 回 で よ い。 そ の他 の作 業 は 使 用

す る全 て のWSで 行 な う必 要 が あ る。

一 作 成 し た シ ス テ ム フ ァ イ ル を 磁 気 デ ィ ス ク 上 に デ ィ ス ク ダ ン プ す る

#dd1」if=/dev/rfdOcロof=/home/fffロbs=9k〔 ⊇〕

9
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な お,Mount,Umountコ マ ン ド用 の プ ロ グ ラ ム は 本 セ ン タ ー 独 自 の も の で は な く,

D.Trimmer氏 が 作 成 し た フ リ ー ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 。 詳 細 は,こ の ソ フ ト ウ ェ ア の

中 のMount_READMEフ ァ イ ル を 参 照 し て 下 さ い 。

7.そ の他 の利用 環 境

こ の章 で は,そ の他 の 利 用 環 境 につ い て 簡 単 に ま と め る。変 更 ・追 加 等 が あ れ ば セ

ンタ ー ニ ュ ー ス等 で お 知 らせ し ま す。

71.日 本 語 環 境

日本 語 につ いて は現 在 で は以下 の2通 りの方法 に限 られ る。

一 日本 語OpenWindowsを 起 動 して
,、そ の 中 の テ キ ス トエ デ ィ タ を 用 い て 入 力 す

る。 現 在 の使 用 可 能 な の はJLEで あ る。
一 パ ソ コ ンな どで 普 通 のMS-DOSの 下 で 作 成 した フ ァ イ ル を ネ ッ トワ・一 ク上 の

PC-9801FAか ら フ ァ イ ル転 送 用 ソ フ トftpを 用 い てSun上 の デ ィ レ ク ト リ内 に

転 送 す る。 そ の後,sjtoeucコ マ ン ドを 用 い てEUCコ ・一 ドに変 換 す る。

とい うわ けで,現 状 で は 日本 語環 境 は必 ず しも使 い やす い とはい え ない。 教育 で

の使用 等 を考 える と改 善 して い く必 要 が あ る。

72.グ ラ フ ィ ッ ク ス 環 境

コ ン ソ0ル か ら そ のWS自 身 を 利 用 す る と き は,日 本 語OpenWindow2.0.1を 利

用 で き る 。 現 在,center(sparc2)に はX11が,ipx1(server1)に はOpenWindows3

もイ ン ス トー ル され て い る。

サ ー バ 機 ま た はconvex上 で 動 く ソ フ トウ ェア の グ ラ フ ィッ ク ス 画 面 を ネ ッ トワ0

ク を通 して,IPCな どで 見 て 操 作 で き る ソ フ トウ ェ ア は以 下 の 通 りで あ る 。(実 際 に,

使 用 す るた め の環 境 設 定 等 は文 献[2]や 本 誌 の 資 料 等 を 参 照 の こ と。)

一 統 計 処 理 シ ス テ ムSAS(center
,server1,server2一 全 てOK)

一 地 図 情 報 シ ス テ ムArc/Info(server2-ipc24～35の み)

一 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ アLotus1-2-3(center一 全 てOK)

一 数 学 支 援 シ ス テ ムMathematics2
.2(center‐ 全 てOK)

た だ し,現 在 調 整 中(グ ラ フ ィ ッ ク ス 以 外 は 可 能)

一 画 像 処 理 シ ス テ ムAVS(convex一 全 てOK)

な お,全 てOKと は,ど のWSか ら も可能 と い う意 味 で あ って,同 時 に全 て か ら使

用 で き る と い う意、味 で は な い 。

ま た,残 念 な が ら,解 像 度 の 関 係 で グ ラ フ ィッ ク ス ワー ク ス テ ー シ ョ ンIRISの 画

面 をSunSPARCstationseries上 に も って く る こ と はで き な い 。

一10一
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8.運 用 にあ た って の問題 点

こ こ で,こ の よ う な ネ ッ トワー ク シ ス テ ム を 特 に教 育 用 に提 供 す る に あ た って の

問題 点 を 整 理 す る。

● セ キ ュ リテ ィ の 問 題 か ら全 て のIPCの ル ー トに は パ ス ワ0ド を設 定 して あ る の

で,35台 も のIPCを 毎 日起 動 ・停 止 す るの は 大 変 で あ る。

● 器 グ ル ー プ の利 用 に あ た って は,ipc13～ipc23を 実 質 的 に 管 理 して い る の が マ

ス タ サ0バ で あ るcenter(sparc2)で あ る た め,い くっ か の不 都 合 が 生 じて い る。

例 え ば,X313～X323の ユ0ザ はcenterに 登 録 され て い な い た め,rloginを 利

用 してcenterのSASを 使 用 で き な い 。 この た め,便 宜 上 担 当 教 員 の ユ ー ザ 名 を

使 用 して 行 な っ て も ら って い る。

● サ0バ 機 は24時 間 運 転 が 原 則 で あ る。 そ の た め,/tmpや/usr/tmp(/var/tmp)

等 に 不 用 フ ァ イ ル 等 が 溜 って しま い,時 々 削 除 しな け れ ば な らな い 。

●IPCの/tmpが 小 さ い た め か,学 生 の 使 用 方 法 に 問 題 が あ る の か 時 々/tmpが

fullに な って しま いIPCが 使 用 で き な くな っ て しま う こ と が あ り,そ の 度 毎 に

削 除 しに実 習 室 に行 か な け れ ば な らな い の は 問 題 で あ る。(学 生 の 使 用 方 法 に よ

る可 能 性 が 大 き い の で,授 業 担 当 者 に よ る指 導 を 宜 し く お願 い した い 。)

●WSの あ る第3電 算 実 習 室 に(セ ン タ0要 員 が)誰 も い な い こ とが 多 い た め,学

生 の 自習 時 の トラ ブ ル や 指 導 に 問 題 が あ る。

● 学 生 が パ ニ ッ ク に お ち い った 時,パ ソ コ ン感 覚 で 電 源 をofd'に して しま う こ とが

あ る(今 の 所1名 だ けで は あ るが)。 そ れ に 対 す る対 処 の 問 題 が あ る 。

● 全 て が ネ ッ トワ ー ク化 され て い るの で,ト ラ ブ ル の原 因 が そ のWSに あ る の か,

他 のWSに あ る の か の見 極 め が 難 しい 。

● ま た,全 て が ネ ッ トワー ク化 され て い るが,そ れ らを 常 に 管 理 す る要 員 が い な い

た め,ト ラ ブ ル が 起 きて もす ぐ に対 処 で き な い。 特 に,授 業 が あ る場 合 に は,そ

の 影 響 は大 きい 。

9.お わ りに

以 上,奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ0で1993年4月 よ り実 質 的 に運 用 を 開 始 した ネ ッ

トワ・一 ク シ ス テ ムNUICEの う ちSunの ワ0ク ス テ0シ ョ ン で構 築 され た 部 分 に つ

い て の 設 計 上 の 基 本 的 考 え 方 と現 状 に つ い て 報 告 して きた 。

ま だ ま だ,改 良 して い か な け れ ば な らな い こ と も多 い 。 さ ら に,現 シ ス テ ム を 国 際

ネ ッ トワ・一一ク シ ス テ ム(JUNETな ど)に 接 続 す るか ど うか な ど,検 討 す べ き こ と も多

い 。 例 え ば,

1.8章 で ま と め た 問 題 点 を 如 何 に解 決 す る か 。 特 に,

管 理 運 営 に あ た る要 員 の 問 題 が あ る。

ま た,X313～ 器23の ユ0ザ はcenterに 登 録 され て い な い と い う不 合 理 を な く

す た め に は,も う一 台 ス レブ サ0一 バ(兼 ル ー タ?)と してserver3(ipx3?)を 導 入

す る必 要 が あ る か も しれ な い 。
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2.JUNETな どの 国 際 ネ ッ トワー ク へ の 加 入 問 題 が あ る。 未 加 入 の 場 合,将 来 補 助

金 の カ ッ トとい う こ と に もな りか ね な い 。 と は い って も,で はす ぐに 加 入 で き る

の か とい う と,そ う簡 単 で は な い。

● 正 規 のIPア ドレス を取 得 しな け れ ば な らな い 。現 在,な か な か取 得 す る の

が 大 変 で あ る。(セ ン タ ー だ け の 問 題 で は な く,大 学 全 体 の 問 題 で あ る 。)

● 現 在 の よ う に教 育 と研 究 を 一 緒 に管 理 して い る状 況 で は 加 入 で き な い 。 ま

た,不 特 定 多 数 が 使 用 す る教 育 の シ ス テ ム へ 学 外 か らの ア ク セ ス を 許 可 す

る こ と は セ キ ュ リテ ィ(安 全 性)な ど の 点 か ら も問 題 が あ る。 教 育 用 で は,

パ ス ワー ドは あ って 無 き に 等 し い。

よ って,center(sparc2)を メ ー ル サ ー バ にす る場 合 に は,こ れ ら を 如 何 に

分 離 す るか,ま た,こ の ネ ッ トワ ー ク と は 別 に 国 際 ネ ッ ト用 の メ ー ルサ ー バ

を 新 し く導 入 して,現 シ ス テ ム に は 直 接 入 る こ との で き な い ブ リ ッ ジ と い

う形 態 を と る か,な どの 検 討 を しな け れ ば な らな い 。

● さ らに,ど ち ら の方 法 を採 用 す るに して も,こ れ らの メ ー ル サ ー バ を い った

い 誰 が 管 理 す る の か,と い う大 問題 が 残 る 。 こ れ は,学 内 と は異 な り,ち ょっ

と待 って,と い う訳 に は い か な い 。 基 本 的 に は,管 理 専 門 の 者 が 必 要 と な

る。(教 育 ・研 究 の 片 手 間 と い う訳 に は い か な い 。)

3.そ の 他,よ りユ ー ザ が 利 用 しや す い シス テ ム に改 良 して い く。

ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア の 充 実

学 内 ネ ッ トワー ク の 充 実 一SS-NETか ら イ ー サ ネ ッ トへ(??)

な どな ど

これ らを1っ1っ 改 善 ・解 決 して行 きな が ら,よ りよ い シ ス テ ム な ら び に セ ンタ ー

を 作 り上 げ て い く こ とが 今 後 の大 きな 課 題 で あ る 。
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原稿寄 稿後 の追記:

原 稿 を事務 に提 出後,昨 年Sunの 講 習会 を担 当 され た 日本 サー ドパ0テ ィ株 式会

社 ・教 育事 業部 の鈴木 浩0氏 に原稿 を送 った ところ以 下 の よ うな貴重 な ア ドバ イ スを

いた だい た。

●.cshrcフ ァ イ ル の 中 で 、coreを0に され て い ます が 、Sunの 教 育 で は 、core

を4に す る と便 利 で あ る と教 え て い ま す 。 理 由 は 、coreフ ァ イ ル が 作 られ た

時 に 、 どの コ マ ン ドや ア プ リケ0シ ョ ンに よ って 作 られ た か をfileコ マ ン ド

に よ って 、 知 る事 が で き るた め で す 。

({列)%fileロcore〔 ⊇〕

core:corefilefrom'ls'

● 「8.運 用 に あ た っ て の 問 題 点 」 で 、 サ ・一バ 機 の/tmpの 削 除 が 必 要 との 事 で す

が 、cronを 使 用 して 、定 期 的 にfindコ マ ン ドを実 行 し、 古 い フ ァ イ ル を 自動

的 に 削 除 して は い か が で し ょ うか 。

ま た 、IPCの/tmpが 小 さい た め...と い う記 述 が あ りま す が 、tmpfs(テ ン ポ

ラ リフ ァ イ ル シ ス テ ム)を 使 用 して は ど うで し ょ うか 。tmpfsは メ モ リ とswap

に フ ァ イ ル シ ス テ ム を 作 成 す る た め 、 削 除 す る手 間 が 省 け る し、 メ モ リに/tmp

を 持 た せ る事 で ス ピー ドア ッ プ に も結 び付 き ま す 。

●.loginフ ァ イ ル の 中 で 、setenvロOPENHINHOMEロ/usr/openwinと 、

setenvロLD_LIBRARY-PATH口/usr/openwin/libを 設 定 して お い た 方 が良 い の で

は な い で し ょ うか 。 理 由 は 、OpenWindowsで リモ ー トク ラ イ ア ン ト機i能 が 使

用 で き る よ う に な るか らで す 。

よ り良 い環 境設 定 や システム管理 を行 な って い く上 で参考 に して い きた い。鈴 木

氏 に感 謝 い た します。
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